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議
案
審
議

こんな
ことが 決まりました

令和４年　10月第３回臨時会
　　　　　12月第４回定例会で

第３回臨時会　 １議案　可決
第４回定例会　19議案　可決

　令和４年10月18日に臨時会を開催し、１議案を原案どおり可決しました。
　令和４年第４回定例会を12月２日から８日までの７日間の会期で開催し、19議案を原案どおり可
決しました。

　
食
と
農
林
水
産
業
を
基
軸
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
の
基
本
理
念
を
定
め
、
豊
か

で
住
み
よ
い
、
環
境
の
保
全
に
配
慮
し
た
持

続
可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ

と
が
目
的
。

食
と
農
の
ま
ち
づ
く
り

条
例

全
員

賛
成

　
町
が
行
う
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
を
想
定
し
て
い
な

か
っ
た
た
め
、
今
後
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
取
り

組
む
際
に
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
必
要
な
改

正
を
行
う
。

公
の
施
設
に
お
け
る
指

定
管
理
者
の
指
定
の
手

続
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

全
員

賛
成

　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
条
例
に
従

い
、
雇
用
し
て
い
る
が
、
業
務
内
容
、
職
責

を
勘
案
し
、
新
た
に
特
定
業
務
職
員
と
し
て

雇
用
し
職
種
に
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
設
け
、
国
が
想
定
し
て
い
る
地
域

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
報
酬
に
改

正
す
る
も
の
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正 全

員
賛
成

　
保
健
の
向
上
と
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
医
療
の
給
付
を
受
け
る
者
が

負
担
す
べ
き
額
の
全
額
を
助
成
す
る
た
め
。

子
ど
も
の
医
療
費
の
助

成
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

全
員

賛
成

重
度
心
身
障
害
者
の
医

療
費
の
助
成
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

全
員

賛
成

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療

費
助
成
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

全
員

賛
成
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議
案
審
議

主
な
も
の
を

紹
介
し
ま
す

主
な
も
の
を

紹
介
し
ま
す

令和４年度　第３回臨時会

令和４年度　第４回定例会

一般会計補正予算

一般会計補正予算

33億5,576万5千円

47億8,208万1千円

地域ブランディング事業
業務委託料 5,080万円5,080万円

ツバキ寄贈に対する
返礼品 100万円100万円

ふるさと納税業務委託料
3億1,638万円3億1,638万円

ふるさと納税ポータル
サイト利用料 1億9,464万8千円1億9,464万8千円

つばきまちづくりプロジェ
クトCGF 12億7,781万5千円12億7,781万5千円

中央公園インクルーシブ
複合遊具等設置工事

3,448万5千円3,448万5千円

ふるさと納税謝礼
7億8,000万円7億8,000万円

庁舎２・３階空調設備更新
工事 4,700万円4,700万円

幹線用水路浚渫工事
300万円300万円

ふるさと納税謝礼
11億7,000万円11億7,000万円

WEBマーケティング支援
業務委託料 3,000万円3,000万円

ふるさと納税ポータル
サイト利用料 1億8,280万1千円1億8,280万1千円

電気・ガス・食糧品等価格
高騰緊急支援給付金

4,050万円4,050万円
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議
会
活
動

東京都大島町　視察研修報告
　上峰町を10月31日に出発し、九州佐賀国際空港から一路東京へ。東京都港区に一泊、翌朝、
辰巳埠頭から高速船に乗り込み東京都大島町の「源為朝」ゆかりの地、岡田港に着岸、上陸
しました。この際盛大な歓迎を受けたところです。

　伊豆大島町は、平坦地がなく、大海原にポツンと浮かぶ小高い山がある島でした。島全体
の印象は周囲が海に囲まれて、漁業が盛んなようで、アワビ、サザエ、伊勢海老等、多くの
魚介類が捕れるとのことでした。中でも一番印象に残ったのは、伊勢海老漁が解禁になると、
市場に出荷できない型はずれは、町民全世帯に無料で配布されるそうです。また、陸地を見
たら、平地が少なく戸建ての住宅には家庭菜園が少ないのにも、驚かされました。また、大
島の特産物は、椿関連の商品が多かったように感じられました。
　その要因としては、大海原に浮かぶ島ですから、季節風が強いため、昔から防風林として
いたるところに植樹されているそうです。また、大島町内には椿油の搾油所があり、「十数
年前までは、各家庭のお年寄りが椿の実を
拾って売り家計を支えていたものだ!!」とも
教えてもらいました。しかし現在は椿の実を
拾って売って家計を支える人はいなくなった
そうです。また現在は椿油の原料はほとんど
が東南アジアからの輸入品だそうです。また
大島町内には、高校が一校ありましたが、高
校内には、つばき園があり、「国際優秀つば
き園」に認定されているとのことでした。
　夜には、夕食に合わせ、歓迎会を催していただき、大島町議会の有志の方々等と懇親会が
あり交流を深めることができました。そしてこの機会を通じて、一回限りで終わるのでは無
く、これから時代を担う子どもたち（小中学生）の交流へ発展させたいということを伝えて
きたところです。また夜の８時にはお店も、タクシーも全てストップすることも、そういう
町が日本にも存在するということも併せて知りました。
　翌２日朝には、岡田港から船に乗り込み帰途に着きました。

大島高校椿園
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議
案
審
議

議
案
番
号

件　　　　　　　　　　名
採
決
結
果

１２３４５６７８９10
鈴
木
千
春

大
川
徹
也

原　

直
弘

吉
田　

豊

原
田　

希

寺
﨑
太
彦

吉
富　

隆

大
川
隆
城

田
中
静
雄

中
山
五
雄

 第３回臨時会

40 令和4年度上峰町一般会計補正予算（第4号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

 第４回定例会

41 上峰町食と農のまちづくり条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

42 上峰町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

43 特別職の給与条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

44 議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

45 上峰町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

46 地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

47 上峰町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

48 上峰町職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

49
上峰町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正す
る条例

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

50
上峰町公の施設における指定管理者の指定の手続等に関する条例の一部を
改正する条例

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

51 上峰町税条例等の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

52 上峰町ひとり親家庭等医療費助成に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

53 上峰町子どもの医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

54 上峰町重度心身障害者の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

55 令和4年度上峰町一般会計補正予算（第5号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

56 令和4年度上峰町国民健康保険特別会計補正予算（第2号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

57 令和4年度上峰町農業集落排水特別会計補正予算（第2号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

58 動産の買い入れについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

59 令和4年度上峰町一般会計補正予算（第6号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○議長は賛否の意思表示をすることはできません。採決の結果、可否同数のときは議長が裁決権を行使します。（過半数議決の場合）

令和４年　第３回臨時会・第４回定例会　議案
〈賛　否　表〉 ○は賛成　×は反対
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予

算

令和４年度　　正予算補

歳入補正予算の主なもの（増額のみ）
◎ふるさと納税寄附金� 50億円

◎ふるさと納税寄附金基金繰入金

� 29億1,638万円

◎財政調整基金繰入金� 6,776万６千円

◎公共施設整備基金繰入金� 4,700万円

◎住民税非課税世帯等臨時特別給付金

　給付事業費補助金� 4,050万円

歳出補正予算の主なもの（増額のみ）
◎つばきまちづくりプロジェクトCGF
� 25億9,462万３千円
◎ふるさと納税寄附金積立金
� 24億537万７千円
◎ふるさと納税謝礼� 19億5,000万円
◎ふるさと納税業務委託料� 4億9,837万円
◎地域ブランディング事業業務委託料
� 5,080万円
◎庁舎２・３階空調設備更新工事� 4,700万円

歳入
214億

2,070万1千円

歳出
214億

2,070万1千円

町税
13億283万4千円
6.1％

地方交付税
12億3,377万6千円
5.8％

国庫支出金
10億7,426万4千円
5.0％

県支出金
4億9,321万8千円
2.3％

繰入金
73億2,563万円
34.2％

町債
1億4,463万4千円
0.7％

寄附金
90億10万9千円
42.0％

その他
8億4,623万6千円
3.9％

総務費
165億237万6千円
77.0％

民生費
16億6,216万3千円
7.8％

農林水産業費
5億4,413万円
2.5％

土木費
4億4,156万8千円
2.1％

教育費
6億4.319万2千円
3.0％

公債費
3億4,041万円
1.6％
その他
2億7,268万1千円
1.3％

消防費
2億188万5千円
0.9％

衛生費
8億1,229万6千円
3.8％

特 別 会 計
国民健康保険特別会計

6,836万６千円を増額し、11億2,732万３千円となる

本会期までの累計

一 般 会 計
81億3,784万６千円増額して、総額214億2,070万１千円となる。

※町債とは借入金、公債費とは借入金の返済金です。
※国・県支出金は補助金です。
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一
般
質
問

一般
質問

そ
こ
が
聞
き
た
い

問
高
齢
者
に
よ
る
交
通

事
故
が
多
発
し
て
い

る
。
今
後
中
心
市
街
地

開
発
事
業
が
進
む
に
つ

れ
、
商
業
施
設
も
建
設

さ
れ
る
。
こ
の
際
、
町

内
で
は
、
交
通
手
段
が

な
い
の
で
、
自
家
用
車

は
手
放
せ
な
い
。
老
人

福
祉
の
観
点
か
ら
運
転

問
町
内
竹
林
は
、
手
入

れ
も
さ
れ
ず
荒
廃
竹

林
で
あ
る
。
こ
の
竹
を

チ
ッ
プ
状
に
加
工
し
、

こ
れ
に
米
ぬ
か
を
混
ぜ

水
分
を
加
え
る
と
、
発

酵
し
、
熟
成
さ
せ
る
と

有
機
質
の
土
壌
改
良
材

免
許
証
の
自
主
返
納
者

に
対
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
フ
リ
ー
パ

ス
券
の
支
給
は
で
き
な

い
の
か
。

答
健
康
福
祉
課
長　
現

在
も
返
納
者
に
対
し

１
年
間
有
効
の
フ
リ
ー

パ
ス
券
を
交
付
し
て
い

る
。

が
で
き
る
と
い
う
知
見

が
あ
る
。
今
議
会
に
提

案
さ
れ
て
い
る
第
４1
号

議
案
の
条
例
制
度
目
的

と
合
致
す
る
。
先
進
事

例
が
、
福
岡
県
・
熊
本

県
・
鹿
児
島
県
に
あ
る

の
で
、
こ
こ
を
視
察
研

問
そ
れ
は
承
知
し
て
い

る
。
私
が
提
案
し
て

い
る
の
は
、
生
涯
有
効

の
フ
リ
ー
パ
ス
券
を
交

付
で
き
な
い
か
と
い
う

こ
と
。

答
健
康
福
祉
課
長　
町

外
乗
り
入
れ
の
実
証

運
行
後
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。

要望
令
和
３
年
度
の
決
算

状
況
か
ら
見
て
、
そ

れ
は
心
配
な
い
。
後
は

町
長
の
裁
量
次
第
。
よ

ろ
し
く
頼
む
。

修
す
る
効
果
は
あ
る
と

思
う
が
。

答
産
業
課
長　
日
帰
り

研
修
な
ら
で
き
そ

う
。
研
修
先
を
調
査
し

た
い
。

要望
研
修
先
の
資
料
は
手

元
に
あ
る
。
後
で
提

出
す
る
。

問
第
３
回
９
月
議
会

で
、
本
事
業
に
つ
い

て
質
問
に
対
し
、
精
査

す
る
と
し
て
持
ち
越
し
、

事
業
の
資
料
が
提
出
さ

れ
た
。
こ
の
資
料
の
説

明
を
求
め
る
。

答
産
業
課
長　
こ
の
事

業
は
、
新
市
場
開
拓

に
向
け
た
水
田
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
で
、

取
り
組
む
面
積
の
規
模

内
容
が
あ
る
。

答
産
業
課
長　
生
産
物

の
販
売
先
と
の
契
約

の
成
立
の
有
無
、
事
業

規
模
の
大
き
さ
等
々
採

択
基
準
が
厳
し
い
事
業

で
あ
る
。

問
こ
の
事
業
が
採
択
さ

れ
れ
ば
、
10
ア
ー
ル

当
り
５
千
円
の
交
付
金
が

上
乗
せ
さ
れ
る
。
町
内
の

中
南
部
地
区
を
対
象
と
す

る
と
、
約
４00
町
歩
、
約
２

千
万
円
が
多
く
交
付
さ
れ

る
。
町
内
の
自
立
志
向
農

家
は
10
～
２0�

ha
経
営
規

模
の
農
家
も
あ
り
、
５0
万

～
100
万
円
の
交
付
金
を
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
と

な
る
。
こ
れ
は
大
き
な
問

題
だ
。

答
産
業
課
長　
令
和
３

年
度
に
申
請
し
た

が
、採
択
さ
れ
な
か
っ
た
。

の
大
き
さ
や
、
輸
出
対

象
品
目
な
の
か
等
々
、

採
択
要
件
が
厳
し
い
事

業
だ
。

問
提
出
さ
れ
た
資
料
で

は
、
高
収
益
作
物
の

子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
対

策
と
し
て
排
水
対
策
の

事
業
、
麦
・
大
豆
対
策

と
し
て
土
壌
診
断
に
基

づ
く
施
肥
改
善
等
、
上

峰
町
で
も
取
り
組
め
る

一般質問とは 　議員が町政について自由に質問することをいいます。
　質問する項目は事前に通告します。時間内であれば納得がいくまで何度も質問できる「一問一答方式」を採用しています。

　
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
議
員
の
一
般
質
問
の
文
責
は
各
議
員
に
あ
り
ま
す
。

水
田
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業

の
精
査
結
果
は

申
請
し
た
が
採
択
さ
れ
な
か
っ
た

免
許
証
返
納
者
へ

フ
リ
ー
パ
ス
券
の
交
付
を

町
外
乗
り
入
れ
の
実
証
運
行
後
に
検
討

吉田　豊 議員

８．3
ha
で
、
チ
ッ
プ
状
に
し
、
路

面
材
と
し
て
活
用

竹
林
の
面
積
と
有
効
活
用
の

考
え
は

7



一
般
質
問

問
大
字
堤
の
鳥
越
、
屋

形
原
、
切
通
で
移
動

販
売
車
が
巡
回
し
て
お

り
年
配
の
人
々
に
喜
ば

れ
他
地
区
か
ら
の
要
望

も
あ
る
と
聞
く
。
町
全

域
で
の
巡
回
販
売
実
施

は
で
き
な
い
か
。

答
健
康
福
祉
課
長　
生

活
支
援
体
制
、
乗
合

タ
ク
シ
ー
町
外
乗
入
れ

等
、
ま
た
中
心
市
街
地

整
備
の
進
捗
を
ふ
ま
え

地
域
の
ニ
ー
ズ
等
も
十

分
検
討
し
将
来
的
に
ど

の
よ
う
な
形
が
よ
い
か

協
議
を
し
て
い
く
。

要望
近
い
将
来
中
心
市
街

地
に
商
業
施
設
が
で

き
た
時
は
買
物
支
援
に

協
力
願
い
ご
年
配
の

人
々
の
希
望
に
沿
っ
た

取
り
組
み
を
是
非
お
願

い
す
る
。

問
今
年
は
大
し
た
災
害

も
な
く
よ
か
っ
た

が
、
こ
う
い
う
時
こ
そ

次
年
度
に
む
け
て
の
備

か
り
で
町
管
理
河
川
、

県
管
理
河
川
共
に
浚
渫

等
が
進
捗
す
る
よ
う
に

国
、
県
に
は
更
に
強
く

要
望
し
水
害
被
害
が
な

い
よ
う
に
努
力
し
て
ほ

し
い
。

答
危
機
管
理
対
策
監　

昨
年
の
水
害
被
害
諸

対
策
の
更
な
る
充
実
強

問
ブ
ラ
ジ
ル
チ
ド
メ
グ

サ
に
加
え
ナ
ガ
エ
ツ

ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
が
佐
賀

市
か
ら
繁
殖
範
囲
が
広

が
り
つ
つ
あ
る
と
聞
く

の
で
早
め
の
対
応
と
し

て
二
種
類
の
大
き
め
写

真
を
全
戸
に
配
布
し
全

体
で
注
意
す
る
必
要
あ

り
と
考
え
る
。
是
非
写

真
配
布
を
。
雑
草
繁
茂

遊
休
農
地
の
減
少
、
有

効
利
用
へ
収
益
の
高
い

問
10
人
に
１
人
は
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
Ｑ
当
該
者
と
い

わ
れ
る
今
日
、
廻
り
の

人
が
理
解
度
を
高
め
差

別
を
な
く
す
に
は
啓
発

が
必
要
、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
も
然

り
で
も
っ
と
活
発
に
啓

発
活
動
に
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
。
他
市
町
で
は

人
権
週
間
1２
月
４
日
～

1２
月
10
日
に
合
わ
せ

色
々
取
り
組
み
を
さ
れ

え
を
し
っ
か
り
し
て
お

く
べ
き
。
町
内
大
小
河

川
い
ず
れ
も
浚
渫
、
雑

木
伐
採
必
要
な
箇
所
ば

化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

答
建
設
課
長　
筑
後
川

河
川
事
務
所
長
と
町

長
の
意
見
交
換
等
や
東

部
土
木
事
務
所
へ
の
浚

渫
・
河
川
改
修
の
要
望

等
引
き
続
き
行
っ
て
い

く
。
ま
た
、
町
管
理
河

川
の
浚
渫
に
も
努
め
る
。

作
物
生
産
等
成
功
事
例

の
情
報
提
供
発
信
を
積

極
的
に
や
っ
て
後
継
者

育
成
に
も
繋
が
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

答
産
業
課
長　
水
草
駆

除
に
つ
い
て
は
会
議

の
お
り
に
説
明
お
願
い

を
し
て
い
る
。
遊
休
農

地
の
有
効
利
用
も
地
権

者
の
意
向
を
踏
ま
え
て

対
応
し
て
い
く
。

て
い
る
。
や
は
り
年
間

少
な
く
と
も
２
～
３
回

は
研
修
会
、
講
演
会
開

催
に
よ
り
理
解
が
深
ま

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
。

答
総
務
課
長　
全
体
的

に
関
心
度
は
高
ま
っ

て
い
る
が
、パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
も
含

め
て
啓
発
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
機
会
を
と
ら

え
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

大川　隆城 議員

生
活
支
援
体
制
、
タ
ク
シ
ー
町
外

乗
入
れ
等
ふ
ま
え
て
検
討
す
る

町
内
全
域
で
の
移
動
巡
回
販

売
実
施
を
考
え
て

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
継
続

し
要
望
活
動
活
発
に

災
害
の
な
い
町
こ
そ
防
災
、

減
災
の
取
り
組
み
を

水
草
繁
茂
な
き
よ
う
説
明
し
地

主
の
意
に
沿
い
対
応
す
る

水
草
駆
除
、
遊
休
農
地
有
効

利
用
を
積
極
的
に

積
極
的
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

宣
誓
制
度
も
含
め
啓
発
へ

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
に
関
す
る
啓
発

活
動
を

移動販売車
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一
般
質
問

一
般
質
問

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

状
況
は
。

答
健
康
福
祉
課
長　
令

和
４
年
11
月
２７
日
現

在
の
佐
賀
県
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
率
は
、
３
回
目

接
種
全
体
は
約
６3
％
、

６５
歳
以
上
は
約
９1
％
、

４
回
目
接
種
全
体
は
約

3６
％
、
６５
歳
以
上
約

７８
％
、
小
児
接
種
の
１

回
目
は
約
２６
％
、
２
回

目
接
種
は
約
２５
％
、
３

回
目
接
種
は
約
９
％
、

オ
ミ
ク
ロ
ン
型
の
接
種

全
体
は
約
２0
％
、
そ
の

う
ち
３
回
目
が
約
0．９
％
、

問
旧
イ
オ
ン
跡
地
の
中

心
市
街
地
活
性
化
事

業
の
進
捗
状
況
は
。

答
創
生
室
長　
現
在
の

進
捗
状
況
は
、
合
同

会
社
つ
ば
き
ま
ち
づ
く

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お

い
て
事
業
予
定
地
へ
の

レ
イ
ア
ウ
ト
構
成
が
お

お
よ
そ
ま
と
ま
り
開
発

行
為
申
請
が
提
出
さ
れ

る
旨
伺
っ
て
い
る
。

問
解
体
工
事
、
滅
失
登

記
は
終
了
し
て
い
る

の
か
。

答
創
生
室
長　
旧
商
業

施
設
の
滅
失
登
記

は
、
既
に
終
了
し
て
い

る
。
旧
自
動
車
学
校
は
、

解
体
証
明
書
や
写
真
を

添
付
す
る
必
要
が
あ
り

本
年
中
に
滅
失
登
記
が

で
き
る
。

４
回
目
約
10
％
、
５
回

目
は
約
９
％
で
す
。
希

望
さ
れ
る
人
へ
の
接
種

を
進
め
る
。

問
重
症
化
を
防
ぐ
に

は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
有
効
だ
と
思
う
。
若

い
人
へ
の
接
種
率
を
高

め
る
た
め
の
対
策
は
。

答
健
康
福
祉
課
長　
若

い
人
へ
の
接
種
が
、

伸
び
悩
ん
で
い
る
。
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
に
つ
い
て

は
、
1２
月
ま
で
に
接
種

す
る
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
し
て

い
る
。
上
峰
町
で
も
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
登
録
し
て
い

る
人
へ
一
斉
配
信
し
て

周
知
し
て
い
る
。
今
後

も
希
望
さ
れ
る
人
が
接

種
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
く
。

問
コ
ロ
ナ
感
染
し
た
人

へ
の
、
食
料
支
援
の

周
知
を
し
て
も
ら
い
た

い
。
ま
た
自
宅
療
養
期

間
が
わ
か
ら
な
い
の
で

周
知
し
て
も
ら
い
た
い
。

答
健
康
福
祉
課
長　
上

峰
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
が
で
き
る
。

ま
た
紙
媒
体
で
も
知
ら

せ
て
い
く
。

問
こ
れ
か
ら
の
進
捗
の

情
報
を
少
し
ず
つ
で

も
出
し
て
も
ら
え
る
の

か
。答

創
生
室
長　
Ｐ
Ｆ
Ｉ

の
よ
う
に
上
峰
町
が

主
体
に
や
っ
て
た
り
、

町
が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

を
と
っ
て
い
る
も
の
は

情
報
提
供
が
で
き
る
。

合
同
会
社
つ
ば
き
ま
ち

づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を

と
っ
て
い
る
も
の
は
、

合
同
会
社
か
ら
の
情
報

提
供
を
待
っ
て
、
そ
れ

を
入
手
し
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
合
同
会
社

も
、情
報
発
出
し
て
い
る
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
周
知

若
い
人
へ
の
対
策
は

寺﨑　太彦 議員

新型コロナウイルス感染者への食糧支援

中心市街地の開発予定地

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
の

進
捗
は

開
発
行
為
申
請
を
提
出

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称9



一
般
質
問

問
中
心
市
街
地
活
性
化

事
業
の
進
捗
と
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
創
生
室
長　
現
在
の

進
捗
と
し
て
は
、
合

同
会
社
つ
ば
き
ま
ち
づ

く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

お
い
て
、
事
業
予
定
地

に
お
け
る
レ
イ
ア
ウ
ト

構
成
が
お
お
よ
そ
ま
と

ま
り
、
開
発
行
為
申
請

書
を
提
出
さ
れ
る
旨
を

伺
っ
て
い
る
。
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
は
、
一
般
的
に
大
規

模
開
発
案
件
に
お
け
る

開
発
行
為
申
請
の
処
理

期
間
は
、
相
当
数
要
す

る
の
で
そ
の
間
に
設
計

等
を
詰
め
引
き
続
き
関

係
官
公
署
と
の
協
議
や

テ
ナ
ン
ト
調
整
に
加
え
、

開
発
許
可
後
に
造
成
や

建
築
確
認
申
請
に
速
や

か
に
移
行
で
き
る
よ
う

準
備
を
進
め
る
旨
を

伺
っ
て
い
る
。
ま
た
、

並
行
し
て
大
規
模
小
売

店
舗
立
地
法
に
も
と
づ

く
届
け
出
を
見
据
え
、

届
け
出
要
件
に
応
じ
た

条
件
整
理
等
具
体
的
な

業
務
を
進
め
て
い
く
旨

を
伺
っ
て
い
る
。

問
お
お
よ
そ
の
レ
イ
ア

ウ
ト
構
成
が
ま
と

ま
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、

備
わ
る
機
能
は
確
定
し

た
と
い
う
こ
と
か
。

答
創
生
室
長　
今
後
、

提
出
さ
れ
た
後
に
、

様
々
要
件
が
あ
る
と
思

う
が
そ
れ
に
合
致
す
る

か
ど
う
か
審
査
さ
れ
る

と
思
う
の
で
、
決
定
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、

現
在
お
お
よ
そ
ま
と

ま
っ
た
も
の
に
関
し
て

審
査
に
付
す
と
い
う
状

況
か
と
理
解
し
て
い
る
。

問
定
住
促
進
住
宅
の
進

捗
は
。

答
創
生
室
長　
下
準
備

作
業
と
し
て
様
々
情

報
収
集
し
た
上
で
、
作

業
的
工
程
に
関
し
て
は

適
宜
進
め
て
い
る
状
況
。

年
度
末
ま
で
に
は
可
視

化
し
た
形
で
提
供
で
き

る
と
思
う
。
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
等

は
、
ま
だ
披ひ

瀝れ
き

す
る
段

階
で
は
な
い
が
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
。

問
中
心
市
街
地
に
住
民

の
皆
様
の
思
い
を
形

に
し
て
い
く
、
そ
の
決

意
を
町
長
に
伺
う
。

答
町
長　
要
求
水
準
に

つ
い
て
は
町
民
の
皆

様
の
ご
要
望
、
あ
る
い

は
活
動
団
体
か
ら
の
聞

き
取
り
を
し
た
。
総
合

計
画
上
も
そ
う
い
う
意

見
を
賜
っ
て
来
た
と
い

う
経
緯
か
ら
、
私
と
し

て
は
実
施
を
必
ず
す
べ

き
目
標
だ
と
い
う
こ
と

で
、
１
つ
も
要
求
水
準

を
取
り
こ
ぼ
さ
な
い
よ

う
に
、
何
と
か
運
営
主

体
と
協
議
を
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
る
つ
も

り
で
あ
る
し
、
今
後
と

も
そ
の
つ
も
り
で
事
業

進
捗
に
臨
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

レ
イ
ア
ウ
ト
は
お
お
よ
そ
ま
と
ま
る

中
心
市
街
地
の
進
捗
は

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称

解体が終った旧イオン跡地

原田　希 議員
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一
般
質
問

問
実
証
運
行
を
す
る
吉

野
ヶ
里
町
の
施
設
は

ど
こ
な
の
か
。

答
健
康
福
祉
課
長　
目

達
原
整
形
外
科
、
み

つ
ま
す
耳
鼻
咽
喉
科
、
み

ね
こ
皮
ふ
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
、
Ｊ
Ｒ
吉
野
ヶ
里
公
園

駅
、
佐
賀
銀
行
三
田
川
支

店
、
佐
賀
共
栄
銀
行
三
田

川
支
店
、
ス
ー
パ
ー
モ
リ

ナ
ガ
吉
野
ヶ
里
店
の
７
施

設
で
あ
る
。

問
料
金
の
設
定
は
。

答
健
康
福
祉
課
長　
町

内
運
行
と
同
料
金
に

す
る
こ
と
を
考
え
て
い

る
。問

利
用
者
が
多
い
場
合

の
対
応
は
ど
う
す
る

の
か
。

答
健
康
福
祉
課
長　
予

備
車
両
で
対
応
し
た

が
広
く
な
っ
て
い
る
の

で
、
用
地
買
収
を
伴
わ

ず
に
歩
道
整
備
が
で
き

る
と
考
え
る
が
。

答
建
設
課
長　
路
面
表

示
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

の
設
置
等
対
応
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

問
一
番
安
全
対
策
は
歩

道
設
置
だ
と
思
う

が
、
設
置
ま
で
は
時
間

が
か
か
る
と
思
う
の
で
、

そ
れ
ま
で
の
期
間
は
ド

ラ
イ
バ
ー
へ
の
注
意
喚

起
等
の
対
策
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

答
建
設
課
長　
安
全
対

策
に
つ
い
て
、
教
育

委
員
会
と
検
討
す
る
。

い
と
考
え
て
い
る
。

問
み
や
き
町
へ
の
運
行

の
考
え
は
。

答
健
康
福
祉
課
長　
検

討
し
て
い
な
い
。

問
今
後
、
町
民
の
皆
樣

か
ら
の
要
望
が
あ
れ

ば
検
討
す
る
こ
と
に
な

る
の
か
。

答
健
康
福
祉
課
長　
現

時
点
で
は
、
吉
野
ヶ

里
町
へ
の
運
行
や
町
内
運

行
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を

優
先
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

問
運
行
当
初
か
ら
隣
接

町
へ
の
運
行
の
要
望

が
あ
り
、
令
和
２
年
３

月
議
会
で
お
尋
ね
し
た

際
、「
利
用
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
も
と
に

運
行
体
系
を
考
え
る
。」

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、

２
年
以
上
経
過
し
た
今

で
も
隣
接
町
へ
の
運
行

は
あ
っ
て
い
な
い
。
現

在
、
隣
接
町
へ
の
運
行

に
つ
い
て
ど
こ
ま
で
進

ん
で
い
る
の
か
。

答
健
康
福
祉
課
長　
令

和
４
年
10
月
２７
日
開

催
の
上
峰
町
地
域
公
共

交
通
活
性
化
協
議
会
に

お
い
て
指
定
施
設
の
追

加
の
承
諾
を
得
た
の
で
、

令
和
５
年
２
月
１
日
か

ら
吉
野
ヶ
里
町
へ
の
実

証
運
行
を
予
定
し
て
い

る
。

問
通
学
路
と
な
っ
て
い

る
王
子
コ
ン
テ
ナ
ー

東
側
の
町
道
が
、
坂
道

で
見
通
し
が
悪
い
Ｓ
字

状
の
道
路
と
な
っ
て
お

り
危
険
で
あ
る
。
通
学

時
の
安
全
確
保
の
観
点

か
ら
歩
道
整
備
の
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
。

答
教
委
事
務
局
長　
歩

車
道
を
区
分
す
る
外

側
線
が
な
い
状
態
な
の

で
、
中
学
生
が
自
転
車

で
通
学
す
る
上
で
安
全

確
保
が
で
き
る
よ
う
建

設
課
と
協
議
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問
町
道
に
隣
接
す
る
水

路
改
修
に
伴
い
道
路

通
学
路
の
歩
道
設
置
の
考
え
は

検
討
す
る

通
学
路
の
歩
道
改
修
の
早
期
完
了
を

県
に
要
望
し
て
い
く

乗合タクシー

原　直弘 議員

令
和
５
年
２
月
１
日
か
ら
実
証

運
行
を
予
定

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
隣
接
町
へ

の
乗
り
入
れ
は

問
県
道
神
埼
北
茂
安
線

の
歩
道
改
修
と
ガ
ー

ド
パ
イ
プ
設
置
が
前
年

ま
で
行
な
わ
れ
て
い
た

が
、
全
体
の
半
分
以
上

を
残
し
た
ま
ま
と
な
っ

て
い
る
。
歩
道
改
修
を

早
期
完
了
す
る
よ
う
県

に
強
い
働
き
か
け
を
し

て
も
ら
い
た
い
。

答
建
設
課
長　
佐
賀
導

水
等
に
近
接
す
る
た

め
、
本
年
度
は
関
係
機

関
と
の
協
議
を
行
な
う

と
聞
い
て
い
る
。

問
現
在
の
歩
道
の
形
状

は
、
車
道
と
歩
道
の

境
が
斜
め
に
な
っ
て
い

る
の
で
、
車
が
乗
り
上

げ
や
す
い
状
態
で
あ
り
、

大
変
危
険
で
あ
る
こ
と

か
ら
早
期
の
施
工
が
必

要
で
あ
る
。

答
教
委
事
務
局
長　
建

設
課
と
と
も
に
、
早

期
施
工
に
向
け
て
県
に

要
望
し
て
い
く
。

答弁者の名称について 教委事務局長…教育委員会事務局長の略称11



一
般
質
問

開
発
申
請
処
理
期
間
は
相
当
数
要
す
る

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
は

前
向
き
に
検
討
す
る

農
業
対
策
・
移
動
式
排
水
機
購
入
は

情
報
収
集
に
努
め
て
い
き
た
い

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
は

吉富　隆 議員

問
上
峰
町
中
心
市
街
地

活
性
化
事
業
に
つ
い

て
。答

創
生
室
長　
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
は
、
一
般
的
に
大

規
模
開
発
案
件
に
お
け

る
開
発
行
為
申
請
の
処

理
期
間
は
、
相
当
数
要

す
る
の
で
そ
の
間
に
設

計
等
を
詰
め
引
き
続
き

関
係
官
公
署
と
の
協
議

や
テ
ナ
ン
ト
調
整
に
加

え
、
開
発
許
可
後
に
造

成
や
建
築
確
認
申
請
に

速
や
か
に
移
行
で
き
る

よ
う
準
備
を
進
め
る
旨

を
伺
っ
て
い
る
。

問
商
業
施
設
の
中
で

E
V
車
の
充
電
設
備

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

答
町
長　
充
電
設
備
事

業
に
つ
い
て
は
、
前

向
き
に
進
め
て
い
く
。

問
上
峰
の
今
後
の
農
業

対
策
に
つ
い
て
大
字

江
迎
及
び
大
字
前
牟
田

地
区
に
移
動
式
排
水
機

の
購
入
に
つ
い
て
。

答
危
機
管
理
対
策
監　

今
後
協
議
を
重
ね
た

う
え
で
、
前
向
き
に
検

討
し
て
い
く
。

問
幹
線
水
路
の
浚
渫
工

事
に
つ
い
て
。

答
産
業
課
長　
令
和
４

年
度
に
つ
い
て
は
、

現
在
工
事
中
で
あ
り
、

今
後
も
引
き
続
き
計
画

を
し
、
実
施
を
す
る
予

定
を
し
て
い
る
。

要望
是
非
と
も
引
き
続
き

浚
渫
工
事
を
お
願
い

す
る
。

問
有
機
農
業
に
つ
い
て

町
の
考
え
は
。

答
産
業
課
長　
安
全
安

心
な
食
を
提
供
す
る

よ
う
に
有
機
農
業
の
推

進
に
努
め
て
い
く
。

問
全
国
で
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
給
食
に
取
り
組
ん

で
い
る
市
町
村
は
ど
の

く
ら
い
あ
る
の
か
。

答
教
委
事
務
局
長　
1２3

市
町
村
あ
る
。

問
全
国
市
町
村
で
1２3
市

町
村
が
取
り
組
ん
で

問
農
業
問
題
は
大
き
な

か
ど
期
に
き
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う

が
、
課
長
は
、
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

答
産
業
課
長　
有
機
農

業
に
つ
い
て
は
、

色
々
問
題
が
あ
る
と
思

う
が
、
農
業
従
事
者
と

議
論
を
重
ね
て
前
に
進

め
て
い
く
。

要望
有
機
農
業
に
つ
い
て

は
、
前
に
進
め
て
も

ら
い
た
い
。

お
ら
れ
る
と
す
る
な
ら

ば
、
町
と
し
て
も
取
り

組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

答
町
長　
研
修
や
勉
強

会
等
を
実
施
し
な
が

ら
、
ま
ず
は
情
報
収
集

に
努
め
て
い
き
た
い
。
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一
般
質
問

支
援
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
助
成
を

地
域
計
画
に
よ
り
目
標
地
図
を
作
成

農
地
集
約
化
の
計
画
は

ほ
か
に

○�

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
の
進
捗
は

鈴木　千春 議員

問
私
の
知
人
の
人
は
、

年
齢
が
８0
歳
を
超
え

て
お
り
、
奥
様
は
免
許

を
所
持
し
て
お
ら
ず
、

ご
自
身
は
、
現
在
も
就

業
し
て
い
る
関
係
上
、

ど
う
し
て
も
免
許
を
返

納
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
車
を
拝
見
す
る
と

傷
が
多
く
、
事
故
こ
そ

起
こ
し
て
い
な
い
が
、

日
常
的
に
ヒ
ヤ
リ
と
す

る
こ
と
が
多
い
と
い
う

話
を
伺
っ
た
。
そ
こ
で
、

町
が
現
状
実
施
さ
れ
て

い
る
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー

へ
の
取
り
組
み
と
支
援

の
内
容
は
。

答
総
務
課
長　
現
状
、

警
察
署
か
ら
の
啓
発

チ
ラ
シ
を
全
戸
回
覧
し

た
り
、
現
在
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
た
め
中
止
し
て
い
る

が
、
上
峰
町
交
通
安
全

協
会
に
よ
る
運
転
免
許

保
持
者
講
習
会
を
行

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

鳥
栖
み
や
き
地
区
交
通

安
全
協
会
に
て
道
路
通

行
車
両
に
対
し
、
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
交
通

指
導
員
と
共
に
交
通
安

全
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

ま
た
、
支
援
に
つ
い
て

は
現
在
行
な
っ
て
い
な

い
。

問
以
前
に
同
僚
議
員
も

要
望
さ
れ
て
い
た
。

『
※
サ
ポ
カ
ー
補
助
金
』

の
よ
う
な
助
成
の
考
え

は
。答

総
務
課
長　
今
現
在

は
新
車
の
み
の
補
助

と
聞
い
て
い
る
。
７５
歳

以
上
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の

人
の
死
亡
事
故
件
数
が
、

全
国
的
に
増
え
て
お
り

７５
歳
以
下
の
人
の
２
倍

以
上
の
数
字
で
あ
る
と

聞
い
て
い
る
。
今
後
に

つ
い
て
は
『
サ
ポ
カ
ー

補
助
金
』
の
よ
う
な
支

援
も
検
討
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

要望
支
援
を
前
向
き
に
検

討
い
た
だ
く
こ
と
を

要
望
す
る
。

※
サ
ポ
カ
ー
補
助
金　

経
済
産
業
省
及
び
国
土

交
通
省
に
よ
る
安
全
運

転
サ
ポ
ー
ト
車
普
及
促

進
補
助
金
等
の
総
称

問
免
許
返
納
者
に
対
す

る
取
り
組
み
や
支
援

の
内
容
は
。

答
健
康
福
祉
課
長　
免

許
返
納
者
に
対
し
て

は
申
請
か
ら
１
年
間
無

料
で
利
用
で
き
る
フ

リ
ー
パ
ス
ポ
ー
ト
を
公

布
し
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
７２
名
が
申
請
し
て
お

り
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
及

び
巡
回
バ
ス
を
利
用
さ

れ
て
い
る
。
令
和
５
年

２
月
か
ら
は
乗
合
タ
ク

シ
ー
で
の
町
外
乗
り
入

れ
を
進
め
て
お
り
、
運

行
範
囲
を
広
げ
る
こ
と

で
、
利
便
性
の
向
上
に

繋
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問
民
間
企
業
が
実
施
し

て
い
る
サ
ポ
ー
ト
と

し
て
、
免
許
返
納
者
に

対
し
、
１
万
円
以
上
の

電
動
機
付
き
自
転
車
を

５
千
円
引
き
で
販
売
さ

れ
て
い
た
が
、
こ
の
よ

う
な
形
で
の
支
援
を
町

と
し
て
も
実
施
い
た
だ

き
た
い
が
そ
の
考
え
は
。

答
健
康
福
祉
課
長　
免

許
返
納
者
に
対
し
て

の
補
助
と
し
て
は
買
い

物
支
援
や
公
共
交
通
の

充
実
等
の
社
会
福
祉
資

源
を
充
実
さ
せ
る
と
い

う
観
点
を
目
標
に
事
業

を
進
め
て
い
る
。

要望
本
件
に
つ
い
て
は
、

情
報
と
ニ
ー
ズ
を
収

集
し
、
改
め
て
要
望
す

る
と
共
に
、
高
齢
の
人

に
届
く
広
報
に
引
き
続

き
努
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

問
農
業
の
承
継
問
題
に

関
す
る
課
題
解
決
に

つ
い
て
、
兼
ね
て
よ
り

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実

質
化(

地
域
計
画)

、
こ
ち

ら
に
よ
り
、
農
地
を
集

約
化
す
る
旨
の
答
弁
を

過
去
に
伺
っ
て
い
る
が
、

昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
い
、

当
初
の
計
画
と
は
変
更

が
発
生
し
て
い
る
状
況

か
と
思
わ
れ
る
が
、
現

在
、
想
定
さ
れ
て
い
る

計
画
は
。

答
産
業
課
長　
本
年
、

５
月
に
人
・
農
地
プ

ラ
ン
が
法
定
化
さ
れ
、

『
地
域
計
画
』
と
し
て
、

策
定
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
地
域
農

業
の
将
来
の
在
り
方
や
、

農
地
が
集
約
・
集
積
化

さ
れ
る
よ
う
10
年
後
の

農
業
を
担
う
人
の
た
め
、

目
標
地
図
を
作
成
す
る
。

作
成
に
あ
た
っ
て
は
、

来
年
４
月
か
ら
２
年
以

内
の
策
定
を
進
め
る
。
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般
質
問

大川　徹也 議員

大
島
町
と
の
今
後
の
関
係
は

経
済
相
互
交
流
を
図
る

コ
ネ
ク
テ
ィ
ッ
ド
カ
ー
シ
ス
テ
ム
の
活
用
は

勉
強
す
る

民
間
住
宅
地
内
の
道
路
舗
装
の
考
え
方
は

道
路
名
義
者
等
が
管
理
す
る

問
当
視
察
研
修
に
お
け

る
執
行
部
の
所
感
は
。

答
創
生
室
長　
大
島
町

は
観
光
資
源
、
地
域

資
源
が
豊
富
だ
と
感
じ

た
。
基
礎
自
治
体
間
の

連
携
に
は
法
的
連
携
、

法
に
よ
ら
な
い
自
主
的

連
携
と
い
う
考
え
方
が

あ
り
、
法
に
よ
ら
な
い

自
主
連
携
の
考
え
方
を

例
に
と
る
と
、
友
好
都

市
・
姉
妹
都
市
の
連
携

協
定
、
災
害
時
の
援
助

協
定
、
特
産
物
の
相
互

販
売
等
の
商
業
交
流
等

様
々
な
考
え
方
が
あ
る
。

先
方
と
も
交
流
を
深
め

な
が
ら
、
互
い
に
利
の

あ
る
方
法
を
模
索
し
て

い
き
た
い
。

問
大
島
町
と
の
提
携
の

目
的
や
提
携
に
向
け

た
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
あ
る
か
。

答
町
長　
当
町
と
し
て

は
ふ
る
さ
と
納
税
関

係
で
増
え
た
関
係
人
口

を
交
流
人
口
に
変
え
る

た
め
に
鎮
西
八
郎
為
朝

と
い
う
共
通
す
る
も
の

を
基
に
互
い
の
町
に
拠

点
化
し
、
お
互
い
の
特

産
物
を
置
く
こ
と
を
考

え
、先
方
と
協
議
し
た
い
。

答
創
生
室
長　
具
体
的

な
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
な
い
が
先
方
と
協
議

し
な
が
ら
進
め
た
い
。

問
時
間
の
経
過
は
、
課

題
を
難
し
く
し
て
し

ま
う
場
合
が
あ
る
。
鉄

は
熱
い
う
ち
に
打
て
で

は
な
い
が
、
結
果
は
ど

う
な
る
か
わ
か
ら
な
い

と
し
て
も
、
こ
の
よ
う

に
良
い
関
係
を
持
っ
た

時
期
に
具
体
的
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
を
す
る

こ
と
で
、
確
実
な
歩
み

が
で
き
る
と
思
う
が
。

答
町
長　
ま
ず
は
、
大

島
町
の
地
域
資
源
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

扱
う
よ
う
に
し
て
お
り
、

ど
の
よ
う
に
経
済
総
合

交
流
が
で
き
る
か
と
い

う
点
か
ら
協
議
を
し
て

い
き
た
い
。

問
町
内
に
お
い
て
舗
装

状
態
の
悪
い
道
路
が

散
見
さ
れ
る
。
簡
易
な

補
修
に
関
し
て
で
あ
れ

ば
、
担
当
課
が
迅
速
に

補
修
し
て
く
れ
る
こ
と

も
少
な
く
な
い
が
、
全

町
的
な
道
路
状
態
の
把

握
は
で
き
て
い
る
か
。

答
建
設
課
長　
全
町
的

な
町
道
状
態
の
把
握

は
で
き
て
い
な
い
が
、

地
区
か
ら
等
の
要
望
が

あ
る
箇
所
に
関
し
て
は

迅
速
に
現
地
に
赴
き
状

態
把
握
を
行
っ
て
い
る
。

問
道
路
の
適
切
な
維
持

管
理
は
全
国
的
な
自

治
体
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
よ
う
だ
。
１
つ
の
興
味

深
い
事
例
が
あ
る
の
で

紹
介
し
た
い
。
そ
れ
は

岡
山
県
赤
磐
市
で
取
り

組
も
う
と
さ
れ
て
い
る
コ

ネ
ク
テ
ィ
ッ
ド
カ
ー
と
呼

ば
れ
る
セ
ン
サ
ー
を
つ
け

た
車
か
ら
自
動
的
に
得

ら
れ
る
道
路
状
況
デ
ー

タ
ー
等
を
使
用
し
、
自

治
体
内
の
道
路
状
況
の

把
握
を
行
な
い
、
管
理

に
つ
な
げ
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
当
町
で
も

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
て
は
ど
う
か
。

答
町
長　
た
わ
み
、
ひ

び
割
れ
、
ひ
ず
み
の

あ
る
道
路
か
ら
優
先
順

位
を
つ
け
て
い
る
と
思

う
が
、
そ
れ
か
ら
だ
い

ぶ
時
間
も
経
っ
て
い
る

の
で
、
そ
の
シ
ス
テ
ム

も
勉
強
し
つ
つ
、
あ
ら

ゆ
る
交
付
金
、
補
助
金
、

住
民
か
ら
の
要
望
等
を

鑑
み
て
優
先
順
位
を
つ

け
て
い
く
。

問
民
間
住
宅
地
内
の
道

路
舗
装
の
考
え
方
は
。

答
建
設
課
長　
民
間
開

発
に
よ
る
宅
地
分
譲

地
内
の
道
路
用
地
に
つ

い
て
は
、
民
間
開
発
業

者
名
義
や
分
譲
地
購
入

者
に
よ
る
共
同
名
義
、

町
名
義
等
個
々
に
よ
っ

て
異
な
る
が
、
町
名
義

の
道
路
は
町
で
補
修
を

行
な
う
。
そ
れ
以
外
の

名
義
の
道
路
は
そ
れ
ぞ

れ
で
管
理
さ
れ
て
い
る

と
思
わ
れ
、
軽
度
の
損

傷
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
等
で
簡
易
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
材
を
購
入

し
、
補
修
を
行
な
っ
た

と
聞
い
た
こ
と
も
あ
る
。

ま
た
、
舗
装
工
事
に
上

峰
町
生
活
道
路
舗
装
規

則
に
よ
る
補
助
制
度
が

あ
る
。
都
度
補
助
制
度

の
ご
案
内
を
し
て
い
る
。
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子
ど
も
議
会

議
長
役　
片
山　
快
浬

　

子
ど
も
議
会
を
終
了
し

て
、
緊
張
し
て
い
た
心
が

ほ
ぐ
れ
て
気
持
ち
が
多
少

楽
に
な
り
ま
し
た
。
初
め

て
役
場
の
議
場
に
入
っ
て
、

「
す
ご
い
空
気
だ
な
ぁ
」
と

思
い
ま
し
た
。
文
化
発
表

会
の
と
き
と
は
違
う
異
な

る
す
ご
み
の
あ
る
空
気
で

お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
で
も

本
番
で
詰
ま
ら
な
い
よ
う

に
放
課
後
や
昼
休
み
、
朝

の
時
間
な
ど
に
練
習
し
て

あ
ま
り
目
立
っ
た
ミ
ス
を

し
な
く
て
安
心
し
ま
し

た
。
議
案
書
を
作
る
と
き

も
２
つ
の
班
で
意
見
を
出

し
あ
っ
て
最
終
的
に
２
つ

の
案
に
し
ぼ
り
ま
し
た
が
、

そ
こ
か
ら
の
詳
し
い
こ
と

は
奥
園
先
生
が
教
え
て
く

れ
た
り
し
て
、
ス
ム
ー
ズ

に
進
み
ま
し
た
。
僕
た
ち

が
考
え
た
案
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
祭
り
で
、
ど
ち

ら
の
案
を
作
っ
た
班
も

し
っ
か
り
が
ん
ば
っ
て
で

き
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
子
ど
も
議
会
は
と

な
い
所
も
あ
っ
た
し
、
本

番
で
は
、
緊
張
し
て
い
た

け
ど
上
手
く
で
き
た
の
で
、

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
貴

重
な
体
験
を
さ
せ
て
も
ら

え
て
す
ご
く
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

議
員
役　
村
田　
龍
星

　

子
ど
も
議
会
と
い
う
貴

重
な
体
験
が
で
き
て
と
て

も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
ぼ

く
が
子
ど
も
議
会
に
選
ば

れ
た
時
は
、
正
直
嫌
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。
で
も
、

役
場
に
い
っ
た
時
、
初
め

て
議
場
に
入
り
ま
し
た
。

そ
の
時
、
こ
こ
で
や
る
な

ら
中
途
半
端
な
気
持
ち
で

や
っ
た
ら
ダ
メ
だ
と
思
い

ま
し
た
。
次
の
日
か
ら
は

議
案
書
作
り
や
セ
リ
フ
覚

え
な
ど
難
し
か
っ
た
け
ど

色
々
練
習
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、本
番
当
日
。当
日
は
、

役
場
に
い
っ
た
時
か
ら
、

と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
時
間
に
な
っ
た

時
、
セ
リ
フ
と
か
一
気
に

て
も
楽
し
か
っ
た
の
で
機

会
が
あ
れ
ば
ま
た
や
っ
て

み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

議
長
役　
松
本　
葵
依

　

今
回
、
子
ど
も
議
会
を

初
め
て
や
っ
て
思
っ
た
こ

と
は
、
す
ご
く
難
し
か
っ

た
け
ど
、
楽
し
か
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
最
初
の

役
を
決
め
る
時
か
ら
少
し

緊
張
し
て
い
ま
し
た
。
子

ど
も
議
会
と
は
何
な
の
か
、

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
、

全
く
分
か
ら
な
い
状
態

だ
っ
た
の
で
、
す
ご
く
大

変
で
し
た
。
上
峰
町
を
よ

り
よ
い
町
に
す
る
た
め
の

た
く
さ
ん
の
案
を
だ
し
て

２
つ
に
し
ぼ
る
こ
と
は
で

き
た
け
ど
、
議
案
書
を
書

く
の
が
難
し
か
っ
た
で
す
。

ふ
だ
ん
使
わ
な
い
言
葉
を

使
っ
た
り
、
聞
き
な
じ
み

の
な
い
言
葉
ば
か
り
で
迷

い
な
が
ら
も
上
手
く
書
け

て
よ
か
っ
た
で
す
。リ
ハ
ー

サ
ル
で
は
、
本
場
通
り
に

な
が
し
た
時
に
か
ん
で
し

ま
っ
た
り
、
上
手
く
言
え

分
か
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

終
わ
っ
た
後
は
、
体
の
力

が
一
気
に
無
く
な
り
ま
し

た
。
人
生
で
最
初
で
最
後

の
体
験
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
と
て
も
良
い
体
験
で

し
た
。議

員
役　
門
脇　
百
花

　

私
は
、
子
ど
も
議
会
の

中
で
議
員
役
を
や
っ
て
み

て
感
じ
た
こ
と
は
、
ま
ず

は
議
案
書
や
答
弁
を
つ
く

る
こ
と
が
大
変
で
し
た
。

と
く
に
大
変
だ
っ
た
所
は

上
峰
町
を
も
っ
と
素
晴
ら

し
い
町
に
す
る
た
め
に
た

く
さ
ん
み
ん
な
が
出
し
た

案
を
上
手
に
ま
と
め
る
所

が
難
し
か
っ
た
し
、
分
か

り
に
く
い
文
章
を
ど
う
し

た
ら
分
か
り
や
す
く
で
き

る
の
か
が
す
ご
く
考
え
る

の
に
時
間
が
か
か
っ
た
し
、

一
回
完
成
し
て
も
後
か
ら
、

こ
こ
は
ど
う
し
て
？
と
か

い
ろ
ん
な
人
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
も
ら
っ
た
り
し
て
ま

た
つ
く
り
直
す
と
こ
ろ
が

一
番
大
変
で
し
た
。
で
も

大
変
な
こ
と
ば
か
り
じ
ゃ

な
く
て
、
面
白
か
っ
た
所

も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
と

く
に
面
白
い
な
と
思
っ
た

所
は
、
み
ん
な
で
考
え
て

で
き
た
議
案
書
が
実
際
の

議
場
で
答
弁
で
き
る
所
が

す
ご
く
楽
し
い
な
と
思
い

ま
し
た
。
中
々
で
き
な
い

貴
重
な
経
験
が
で
き
て
す

ご
く
良
か
っ
た
な
と
思
っ

た
し
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の

経
験
を
大
切
に
し
て
い
こ

う
と
思
い
ま
し
た
。

議
員
役（
欠
席
者
）

髙
島
こ
は
る

　

私
は
本
番
に
は
参
加
で

き
な
か
っ
た
け
ど
議
案
を

考
え
た
り
し
ま
し
た
。

　

最
初
は
難
し
そ
う
と
か

マ
イ
ナ
ス
な
イ
メ
ー
ジ
し

か
な
か
っ
た
け
ど
、
み
ん

な
で
考
え
を
出
し
あ
っ
た

り
、
自
分
の
考
え
が
使
わ

れ
た
り
、
や
っ
て
み
る
と

と
て
も
楽
し
く
て
や
り
が

い
も
あ
り
ま
し
た
。

　

役
場
に
行
っ
て
議
長
さ

ん
の
部
屋
に
入
れ
て
い
た
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子
ど
も
議
会

だ
い
た
り
、
議
会
の
議
長

さ
ん
の
イ
ス
に
す
わ
ら
せ

て
い
た
だ
い
た
り
、
本
当

に
一
生
体
験
で
き
な
い
よ

う
な
こ
と
を
体
験
さ
せ
て

い
た
だ
け
て
本
当
に
す
ば

ら
し
い
機
会
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。
本
当
の
議
長
さ

ん
副
議
長
さ
ん
、
課
長
さ

ん
な
ど
と
お
話
を
し
た
と

き
も
、と
て
も
自
分
達
じ
ゃ

思
い
つ
か
な
い
よ
う
な
意

見
を
い
た
だ
い
て
皆
さ
ん

の
上
峰
町
に
対
す
る
思
い

を
間
近
で
み
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

こ
の
め
っ
た
に
で
き
な

い
体
験
を
こ
の
先
も
続
け

て
い
っ
て
ほ
し
い
な
と
思

い
ま
し
た
。議

員
役（
欠
席
者
）

萩
原　
一
葉

　

子
ど
も
議
会
が
本
番
の

と
き
、
私
は
コ
ロ
ナ
で
行

く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
で
す
が
、
そ
れ
ま

で
の
話
し
合
い
や
劇
の
練

習
は
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。
最
初
は
、
上
峰
を

議
案
第
１
号

よ
り
良
く
す
る
た
め
に
何

が
で
き
る
の
か
と
問
わ
れ
、

な
か
な
か
案
が
出
ず
自
分

に
で
き
る
だ
ろ
う
か
と
思

い
ま
し
た
が
、
子
ど
も
議

会
の
み
ん
な
や
先
生
の
考

え
で
す
ば
ら
し
い
二
つ
の

案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
子

ど
も
議
会
と
聞
く
と
、
と

て
も
難
し
そ
う
な
感
じ
が

し
て
、
不
安
で
し
た
が
い

ざ
話
し
合
い
を
始
め
て
み

る
と
様
々
な
意
見
が
飛
び

交
い
、
意
外
と
楽
し
く
て

た
く
さ
ん
話
し
ま
し
た
。

一
度
だ
け
議
場
に
入
り
ま

し
た
が
、
空
気
が
違
い
ま

し
た
。
そ
し
て
一
番
高
い

席
に
一
人
ず
つ
座
ら
せ
て

も
ら
い
、
と
て
も
貴
重
な

体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
議
員
さ
ん
の
話

を
聞
い
て
色
々
な
面
で
す

ご
い
な
と
思
う
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
本
番
は
行
け

な
か
っ
た
け
れ
ど
、
話
し

合
い
や
町
を
動
か
す
難
し

さ
を
た
く
さ
ん
学
ば
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ

ま
で
の
過
程
を
大
切
に
し
、

こ
れ
か
ら
の
未
来
に
役
立

て
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

産
業
１
課 

課
長
役

秋
吉　
雄
翔

　

僕
が
、
子
ど
も
議
会
を

や
っ
て
み
て
印
象
に
残
っ
た

こ
と
は
、
２
つ
あ
り
ま
す
。

１
つ
目
は
、
何
に
つ
い
て
討

論
す
る
の
か
を
き
め
る
と
き

の
こ
と
で
す
。
自
分
達
で
議

題
を
決
め
る
時
に
、
ど
ん
な

こ
と
で
町
を
よ
り
よ
く
で
き

る
か
や
、
ど
ん
な
こ
と
で
町

を
楽
し
く
で
き
る
の
か
を
考

え
て
案
を
出
す
大
変
さ
と
、

１
つ
の
議
題
を
よ
り
く
わ
し

く
、
よ
り
具
体
的
に
し
て
い

く
た
め
に
み
ん
な
で
案
を
出

し
、
そ
れ
を
ま
と
め
る
難
し

さ
で
す
。
２
つ
目
は
、
議
場

で
、
本
番
の
時
の
緊
張
感
の

あ
る
空
気
で
す
。
最
後
に
、

僕
は
、
子
ど
も
議
会
を
や
っ

て
み
て
、
大
変
な
事
や
、
難

し
い
事
な
ど
が
い
っ
ぱ
い

あ
っ
た
け
ど
議
場
の
緊
張
感

や
他
の
３
年
生
が
出
来
な
い

体
験
が
出
来
て
、
よ
か
っ
た

し
、
議
場
で
本
番
や
リ
ハ
ー

サ
ル
な
ど
を
や
れ
て
楽
し

か
っ
た
で
す
。

産
業
１
課 

副
課
長
役

𫝆
村　
志
庵

　

僕
は
、
こ
の
子
ど
も
議

会
を
通
し
て
、
町
の
議
会

の
仕
組
み
に
つ
い
て
様
々

な
事
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
初
め
に
町
長
が

議
案
の
内
容
に
つ
い
て
説

明
を
し
、
副
課
長
が
補
足

説
明
、
そ
し
て
、
課
長
対

議
員
の
構
図
の
質
疑
応
答

が
あ
る
と
い
う
流
れ
は
、

普
段
学
校
で
勉
強
し
て
い

て
も
学
べ
な
い
所
な
の
で
、

実
際
の
経
験
を
通
し
て
議

会
の
仕
方
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

そ
し
て
、
議
案
は
自
分
達

の
考
え
を
複
数
折
り
混
ぜ

て
、
完
全
オ
リ
ジ
ナ
ル
か

つ
リ
ア
リ
テ
ィ
の
あ
る
議

案
を
作
成
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
自
分
達
で
協

力
し
て
一
か
ら
作
っ
た
議

案
で
議
会
が
で
き
た
事
も

他
で
は
感
じ
る
こ
と
の
で

き
な
い
貴
重
な
経
験
だ
っ

た
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
学
ん
だ
経
験
を

こ
れ
か
ら
先
の
生
活
で
多

く
活
か
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

議
案
第
２
号

音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

開
催
に
関
す
る
条
例

第 

１
条　
こ
の
条
例
は
街

を
盛
り
上
げ
、
町
外
か

ら
多
く
の
人
が
訪
れ
、

上
峰
町
の
魅
力
を
生
で

実
感
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

第
2
条

　
屋
台
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

�　
屋
台
の
商
品
を
買
う

と
ス
タ
ン
プ
を
ゲ
ッ
ト

で
き
る
と
い
う
こ
と
を

言
う
。

第
3
条

　
⑴�

中
央
公
園
、
中
学
校
、

小
学
校
を
開
場

　
⑵�
屋
台
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
、
お
店
を
開
く

(

上
峰
産
の
も
の)

　
⑶�

各
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

グ
ッ
ズ
売
り
場
、
芸

能
人
出
演

地
域
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
関
す
る
条
例

第 

１
条　
こ
の
条
例
は
農

業
に
携
わ
る
人
。
高
齢

化
が
進
ん
で
い
る
の
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
、
農
家
の
人
の
負
担

を
減
ら
す
こ
と
。
こ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し

て
、
農
業
の
す
ば
ら
し

さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、

農
業
に
携
わ
る
人
の
数

を
増
や
す
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

第 

2
条　
こ
の
条
例
に
つ

い
て
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
用
語
の
意
議
は
そ

れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　
⑴�

地
域
…
上
峰
町
の
こ

と
を
言
う
。

第
3
条

　
⑴�

募
集
人
数
は
6
歳
以

上
の
100
名
ま
で
を
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

募
集

　
⑵�

必
要
な
道
具
は
町
が

負
担
し
、
準
備
す
る

　
⑶�

参
加
者
に
町
が
買
い

と
っ
た
収
穫
の
一
部

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
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子
ど
も
議
会

産
業
２
課 
課
長
役

　
松
本　
大
喜

　

ぼ
く
は
今
回
の
子
ど
も

議
会
に
参
加
し
た
こ
と
は

自
分
に
と
っ
て
良
い
経
験

に
な
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

議
案
を
作
成
し
た
り
、
質

疑
応
答
を
考
え
た
り
す
る

の
は
中
々
難
し
か
っ
た
で

す
が
、
男
女
関
係
な
く
意

見
交
換
を
し
な
が
ら
、
準

備
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
役
場
に
は

学
級
閉
鎖
に
な
っ
て
一
度

し
か
訪
問
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
議

長
さ
ん
や
副
議
長
さ
ん
、

そ
の
他
の
方
々
の
お
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
て
良

か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
文
化
発
表
会
で
の

劇
は
、
短
時
間
で
は
あ
っ

た
も
の
の
、
緊
張
感
を
持

つ
こ
と
と
、
声
が
届
く
よ

う
に
す
る
こ
と
に
意
識
を

集
中
さ
せ
な
が
ら
役
を
演

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
子
ど
も
議
会
で
は

厳
か
な
雰
囲
気
の
中
、
自

分
が
担
当
し
て
い
た
課
長

会
を
通
し
て
普
段
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
た
く
さ
ん

の
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
議
会

を
す
る
こ
と
が
で
き
て
と

て
も
良
か
っ
た
で
す
。

町
長
役　
立
石　
愛

　

今
回
初
め
て
子
ど
も
議

会
を
や
っ
て
大
変
な
こ
と

や
、
難
し
い
こ
と
な
ど
が

多
く
初
め
は
不
安
だ
っ
た

け
ど
、
無
事
に
終
わ
る
こ

と
が
出
来
た
の
で
良
か
っ

た
で
す
。
私
は
町
長
役
で

し
た
。
思
っ
て
い
た
よ
り

も
大
変
で
最
後
ま
で
出
来

る
か
不
安
だ
っ
た
け
ど
同

じ
子
ど
も
議
会
の
み
ん
な

に
支
え
て
も
ら
っ
て
最
後

ま
で
頑
張
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
議
会
の
前
の
計

画
で
は
、
議
案
を
考
え
る

の
が
大
変
で
み
ん
な
で
協

力
し
て
話
し
合
っ
て
決
め

ま
し
た
。
文
を
考
え
る
と

き
に
、
伝
わ
り
や
す
く
な

る
よ
う
に
意
識
し
て
考
え

ま
し
た
。
上
峰
町
は
ま
だ

ま
だ
改
善
で
き
る
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
る
と
議
会
を

し
て
思
い
ま
し
た
。
私
は
、

町
長
役
に
な
っ
て
町
の
こ

と
に
つ
い
て
考
え
る
良
い

経
験
を
さ
せ
て
く
だ
さ
っ

た
先
生
方
や
役
場
の
み
な

さ
ん
、
そ
し
て
本
番
ま
で

一
緒
に
頑
張
っ
て
き
た
み

ん
な
に
感
謝
し
な
が
ら
今

後
の
生
活
に
活
か
し
て
い

き
ま
す
。

の
役
を
し
っ
か
り
や
り
遂

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

産
業
２
課 

副
課
長
役

　
大
坪　
由
奈

　

子
ど
も
議
会
へ
の
準
備

を
進
め
て
い
く
中
で
一
番

大
変
だ
っ
た
の
は
議
案
書

づ
く
り
で
す
。
普
段
使
わ

な
い
難
し
い
言
葉
が
た
く

さ
ん
あ
っ
て
、
そ
の
言
葉

の
意
味
を
理
解
す
る
の
も
、

自
分
の
言
葉
を
ふ
さ
わ
し

い
形
に
直
す
の
も
大
変
で

し
た
。
友
達
と
た
く
さ
ん

話
し
合
っ
た
り
、
役
場
の

方
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
い

た
り
し
て
何
回
も
書
き
直

し
た
議
案
書
が
完
成
し
た

と
き
は
と
て
も
達
成
感
が

あ
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
、
学
級

閉
鎖
が
起
き
た
り
と
ト
ラ

ブ
ル
も
あ
り
ま
し
た
が
、

無
事
に
議
会
を
行
う
こ
と

が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

本
物
の
議
場
は
、
迫
力
が

あ
っ
て
、
と
て
も
緊
張
し

ま
し
た
。
私
は
子
ど
も
議
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■
編

集
／

議
会

広
報

編
集

委
員

会
　

☎
0952−

52−
2184

■
上

峰
町

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 
上
峰
町

検
　
索
➡➡

上
峰

議
会

だ
よ

り
　

204号
　

令
和

４
年

12月
22日

発
行

■
発

行
／

佐
賀

県
上

峰
町

議
会

　住
所

／
上

峰
町

大
字

坊
所

383番
地

１

議
会
だ
よ
り　
広
報
編
集
委
員
会

�

委
員
長　
　
寺
﨑　
太
彦

�

副
委
員
長　
吉
田　
　
豊

�

委
員　
　
　
原　
　
直
弘

�

委
員　
　
　
大
川　
徹
也

�

委
員　
　
　
鈴
木　
千
春

　
こ
の
号
で
、
私
た
ち
編
集
委
員
が
発
行
す
る
の

は
最
後
の
号
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
わ
か

り
や
す
く
、
見
や
す
く
、
と
思
い
作
っ
て
き
ま
し

た
が
、
紙
面
の
統
一
感
や
、
わ
か
り
や
す
さ
等
も
っ

と
町
民
に
読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
努
め
て
き
ま
し

た
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
次
号
か
ら
、
新
た
な
編
集
委
員
に
よ
る
発
行
と

な
り
ま
す

　
４
年
間
、
議
会
だ
よ
り
を
読
ん
で
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

（
寺
﨑
）

あ
と
が
き

行事への参加� 10月～12月

10月２４日　同和問題市町講座

10月２９日　上峰中学校文化発表会

11月３日　町民文化祭開会式

　　　　　�（仮称）つばきの森通り記念

植樹式

11月1２日　わが町ふるさとフォーラム

11月２3日　�SAGA2024

　　　　　上峰町スポーツ講演会

1２月４日　上峰町フェスティバル

　切通老人クラブ『ねんりん会』は令和２年６月４日に健康長寿を目指して【元
気がいちばんかい】を立ち上げ『いきいき百歳体操』をはじめました。
　佐賀弁ラジオ体操＆百歳体操は毎週木曜日10時に農村婦人の家で行っておりま
す。【元気がいちばんかい】は令和４年７月に上峰連合会のサークル活動として登
録していただき『いきいき百歳体操』を通してねんりん会会員の親睦を深め個人
の体力向上がわかるように管理し、定期的に体力測定を実施しております。

新しい発見！

クラブ
の紹介 「元気がいちばんかい」

地域包括支援センター　☎0952-52-5250連絡先

▲体力測定▲佐賀弁ラジオ体操
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